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をずっとなさっておられる方ですけれども、『明暗』の数十年ぶりの新しい英訳 Right and Dark を一昨年、コ























































































































































































































































































































































































































る―没後 100 年、生誕 150 年を前に―」というタイトルでしたけれど、わたしが聞きながら思っていました
のは、クラシック音楽のことでした。200 年前、300 年前に作られたモーツァルトやバッハの音楽というのが、
今でも現代的な解釈を持って演奏されていますけれども、先生方の解釈というのがまさに 100 年前に遺され
た漱石のテキストをまた新たに現代的に演奏し直すものになっていたと思います。そしてそれぞれの経験から
の様々なアプローチを聞かせていただいて、非常に目を開かされる思いをいたしました。どうもありがとうご
ざいました。
